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あるところに、のろいのバケツがある小さな小さな村があり
ました。のろいのバケツのせいで人々は死んでいきました。
そのバケツをけすには人間界にある強力な花からとれる花ふ
んが必要でした。その花ふんを取りに行くためにまだ生き残っ
ていた長老とその娘ビビ、その友達のジャックが行きました。
長「よし行くぞ」ビ「そんなにはりきらなくていいから」長「み
んな気をつけるんじゃぞ。わかったら行くぞー」と言って、
大きな川の所まで来ました。長「これ、どうやってわたろう
か？」ジャ「こんな時のために鳥の羽でパラシュートを作っ
て持ってきたよ」長「おおそれはすごい。でもどうやって上
に行くの？」ジャ「このあたりは風がすごく強いからだいじょ
うぶ。」長「そりゃよかった、では行こう。わーすごい飛んだ
飛んだー」ビ「そんないはしゃがないで」長「ごめんなさい」

そして、３人は人間界に着きました。３人は強力な花ふんを
出す花をさがしに行きました。
ジャ「あれ、もうすぐそこにあるよ」
ビ「でも、とれそうにないわ」ジャ「長老、あそこのぼうで取っ
てよ」長「でも、わしでもとどきそうにないのう。」ジャ「な
ら、みんな肩車をしてその上に長老がのれば ぼうがとどくよ」
ということで、みんなで肩車をしました。

長老が ぼうで、花をとろうとしていると、、
長「あ！巨大なねずみだ」なんと、そのねずみが長老をくわ
えて食べてしましました。こうなったらもうお花どころでは
ありません。ジャックとビビはこわくて声も出ず、とっさに
にげ出しました。しばらくするとジャックとビビがその場に
行ってみるとねずみはいませんでしたが、かわりに長老のし
たいがありました。ビビが泣きました。ジャ「こうしてはい
られない。早くあの花を取って帰らないと。長老のためにも。」
ビ「そうね」そして二人は花をとり人間界から出発しました。
ジャ「さあ、もうひとふんばり」と言いました。

２人は来た道をもどり、村に帰りました。そして花粉の力で
バケツは消え、村ではバケツが消えたよろこびが起こりまし
た。村の人「バンザ～イ！」そして村では平和がもどりました。
めでたしめでたし。
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